　小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)第２回 (だい　　かい)全体会 (ぜんたいかい)議事 (ぎじ)要録 (ようろく)
日時 (にちじ)：令和 (れいわ)２年 (ねん)８月 (がつ)２４日 (にち)（月 (げつ)）
午後 (ごご)２時 (じ)～４時 (じ)
会場 (かいじょう)：福祉 (ふくし)会館 (かいかん)小 (しょう)ホール

【日 (にち)　　時 (じ)】　令和 (れいわ)２年 (　ねん)８月 (　　がつ)２４日 (　　　　にち)（月 (げつ)）午後 (ごご)２時 (　じ)～４時 (　じ)
【会 (かい)　　場 (じょう)】 福祉 (ふくし)会館 (かいかん)　小 (しょう)ホール
【参 (さん) 加 (か) 者 (しゃ)】　会長 (かいちょう)　副会長 (ふくかいちょう)　A委員 (いいん)　B委員 (いいん)　C委員 (いいん)　D委員 (いいん)　E委員 (いいん)
　　　　　　　F委員 (いいん)　G委員 (いいん)　H委員 (いいん)　I委員 (いいん)　J委員 (いいん)　K委員 (いいん)　L委員 (いいん)
　M委員 (いいん)　N委員 (いいん)　O委員　P委員
【事 (じ) 務 (む) 局 (きょく)】［障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)］課長 (かちょう)　課長 (かちょう)補佐 (ほさ)　係長 (かかりちょう)3名 (めい)　事務局 (じむきょく)　
【支援者 (しえんしゃ)】　手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)2名 (めい)
【傍 (ぼう)　  聴 (ちょう)】　1名 (めい)

【配付 (はいふ)資料 (しりょう)一覧 (いちらん)】
（1） 第1回 (だい　かい)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)次第 (しだい)、配付 (はいふ)資料 (しりょう)一覧 (いちらん)
（2） 日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)開設 (かいせつ)の概要 (がいよう)　　　　　　　　（資料 (しりょう)１）
（3） 日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)開設 (かいせつ)（予定 (よてい)）の概要 (がいよう)    　　（資料 (しりょう)２）
（4） 小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)、第五期 (だいごき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第一期 (だいいっき)小平市 (こだいらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)～令和元 (れいわがん)年度 (ねんど)進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)調査 (ちょうさ)　　         　 （資料 (しりょう)３）（資料 (しりょう)３－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（5） 小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第六期 (だいろっき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第二期 (だいにき)小平市 (こだいらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)検討 (けんとう)委員会 (いいんかい)～第１回 (だい　　かい)・第２回 (だい　　かい)報告 (ほうこく)　　　　　　　（資料 (しりょう)４）　　　　　　　　　　　　　　　
（６）小平市 (こだいらし)障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)連絡会 (れんらくかい)　差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)アンケート報告 (ほうこく)　　　　（資料 (しりょう)５）
（７）小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)第１回 (だい　かい)幹事会 (かんじかい)報告書 (ほうこくしょ)　　　　　　    （資料 (しりょう)６）
（８）当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)第１回 (だい　かい)報告書 (ほうこくしょ)　　　　　　　　　　　　　   （資料 (しりょう)７）

１　開会 (かいかい)
会長 (かいちょう)より開会 (かいかい)の挨拶 (あいさつ)があった。本日 (ほんじつ)、委員 (いいん)の欠席 (けっせき)はなし。
事務局 (じむきょく)から配付 (はいふ)資料 (しりょう)の確認 (かくにん)があった。
副会長 (ふくかいちょう)より、9月 (がつ)の市 (し)役所 (やくしょ)販売 (はんばい)と当事者 (とうじしゃ)部会 (ぶかい)についてのお知らせ ( し  )があった。
２　日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)（グループホーム）の開設 (かいせつ)（予定 (よてい)）に伴う (ともな   )地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)への報告 (ほうこく)について
（１）事 (じ)業所 (ぎょうしょ)より、配付 (はいふ)資料 (しりょう)１に基づき (もと    )日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームについて報告 (ほうこく)があった。令和 (れいわ)2 ( )年 (ねん)9月 (がつ)1日 (たち)から入居 (にゅうきょ)開始 (かいし)予定 (よてい)。
[bookmark: _GoBack]　　　会長 (かいちょう)より、運営 (うんえい)体制 (たいせい)が適切 (てきせつ)か、社会 (しゃかい)参加 (さんか)の状況 (じょうきょう)が適切 (てきせつ)か、地域 (ちいき)との関係 (かんけい)が適切 (てきせつ)かという視点 (してん)で、評価 (ひょうか)・協議 (きょうぎ)をお願い (  ねが )したいと説明 (せつめい)があった。
質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)
【Ｐ委員 (いいん)】  利用 (りよう)開始 (かいし)時 (じ)の生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)として、「自宅 (じたく)」「入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)」「精神 (せいしん)病院 (びょういん)」と
あるが、8月 (がつ)末 (まつ)までどのように過ごして (す   )いるのか。また、どのような理由 (りゆう)で入居 (にゅうきょ)することになったのか。
【事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)】   自宅 (じたく)からの入居者 (にゅうきょしゃ)は、親 (おや)が高齢 (こうれい)になったため、希望 (きぼう)された方 (かた)が多い (おおい)。
　入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)からの入居者 (にゅうきょしゃ)は、本人 (ほんにん)がグループホームでの生活 (せいかつ)を強く (つよ   )希 (き)
望 (ぼう)された。相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)と連携 (れんけい)を図りながら (はか　　　　　　)対応 (たいおう)した。病院 (びょういん)からの入居者 (にゅうきょしゃ)は、治療 (ちりょう)が終了 (しゅうりょう)し退院 (たいいん)できる状態 (じょうたい)だが、ひとり暮らし (ぐ　　)をすることが難しい (むずか　　　　)ため入居 (にゅうきょ)することになった。
【Ｉ委員 (いいん)】 ①日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームには、バックアップ施設 (しせつ)の制度 (せいど)
があるか。制度 (せいど)が無い (な )場合 (ばあい)、連携 (れんけい)を図る (はか  )入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)や支援 (しえん)機関 (きかん)はあるか。
②現時点 (げんじてん)で職員 (しょくいん)配置 (はいち)が埋まって (う   )いるが、9月 (がつ)以降 (いこう)の支援 (しえん)体制 (たいせい)はどのようにする予定 (よてい)か。
【事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)】 ①バックアップ施設 (しせつ)は設けて (もう       )いない。緊急 (きんきゅう)時 (じ)は、同じ (おな   )法人 (ほうじん)の生活 (せいかつ)介護 (かいご)
事業所 (じぎょうしょ)の職員 (しょくいん)に支援 (しえん)を依頼 (いらい)する。東京都 (とうきょうと)にも報告済み (ほうこくず    )。
　　　　 ②世話人 (せわにん)の配置 (はいち)基準 (きじゅん)である4対 (たい)1を満たして (み   )いるが、早番 (はやばん)や遅番 (おそばん)、夜勤 (やきん)
を考える (かんが      )と、到底 (とうてい)足りる (た   )人数 (にんずう)ではない。今後 (こんご)増員 (ぞういん)する予定 (よてい)。9月 (がつ)から
順次 (じゅんじ)入居 (にゅうきょ)となるため、職員 (しょくいん)も徐々 (じょじょ)に業務 (ぎょうむ)に慣れて (な  )いきたい。また、
新た (あら    )な人材 (じんざい)の確保 (かくほ)も目指 (めざ)していきたい。

【Ｃ委員 (いいん)】 　①入居 (にゅうきょ)に至る (いた   )までの流れ (なが  )を教えて (おし      )ほしい。
②今後 (こんご)、空き (あ )が出た (で )際 (さい)、どのように周知 (しゅうち)する予定 (よてい)か。
【事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)】  ①今年 (ことし)の3月 (がつ)以降 (いこう)、小平市 (こだいらし)を中心 (ちゅうしん)とした、近隣 (きんりん)の市区 (しく)町村 (ちょうそん)の相談 (そうだん)支援 (しえん)
事業所 (じぎょうしょ)・日 (にっ)中活動 (ちゅうかつどう)を行って (おこな　　　　)いる事業所宛 (じぎょうしょあて)に、エントリー用紙 (ようし)を送付 (そうふ)し、入居 (にゅうきょ)希望者 (きぼうしゃ)を探し (さが   )てほしいと依頼 (いらい)した。
　　　　　　②空き (あ　)が出た (で　)場合 (ばあい)は、基本的 (きほんてき)にはまず小平市 (こだいらし)に相談 (そうだん)する。ショートス
テイの受付 (うけつけ)は、相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)が受け入れ (う　い　)調整 (ちょうせい)を行う (おこな　　)。ショートステイの事業 (じぎょう)開始 (かいし)は、11月 (がつ)～12月 (がつ)頃 (ころ)を予定 (よてい)している。まずは、入居者 (にゅうきょしゃ)の支援 (しえん)を優先 (ゆうせん)したい。
【Ｊ委員 (いいん)】　 ①地域 (ちいき)との関係性 (かんけいせい)についてどのように考えて (かんが　　　　)いるか。
②いつ頃 (ごろ)までに全員 (ぜんいん)が入居 (にゅうきょ)決定 (けってい)するのか。
【事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)】  ①自治会 (じちかい)や教育 (きょういく)機関 (きかん)との連携 (れんけい)・交流 (こうりゅう)を強めて (つよ　　　)いきたいと考えて (かんが　　　)いる。
自治会 (じちかい)のエリアには入らない (はい　　　　)が、自治 (じち)会長宅 (かいちょうたく)に訪問 (ほうもん)し、参加 (さんか)したい旨 (むね)をお伝え (　つた　)した。小学校 (しょうがっこう)が近く (ちか　　)にあるため、お祭り (　まつ　)にも参加 (さんか)したいと校長 (こうちょう)先生 (せんせい)にお伝え (　　つた　　)している。保育 (ほいく)園 (えん)や高校 (こうこう)とも交流 (こうりゅう)したいと考 (かんが)えている。新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の影響 (えいきょう)により保育 (ほいく)園 (えん)や学校 (がっこう)に入れないので、手紙 (てがみ)でやり取り (　　と　)している。
　　　　　  ②入居 (にゅうきょ)予定 (よてい)の15名 (めい)については、会議 (かいぎ)も開き (ひら　)順調 (じゅんちょう)に決 (き)まっている。
職員 (しょくいん)体制 (たいせい)の都合 (つごう)で、9 (　)月 (がつ)1日 (たち)に2人 (り)入居 (にゅうきょ)、その後 (ご)1週間 (しゅうかん)おきに2人 (り)ず　つ入居 (にゅうきょ)する予定 (よてい)。

（２）事 (じ)業所 (ぎょうしょ)より、配付 (はいふ)資料 (しりょう)2に基づき (もと      )グループホームについて報告 (ほうこく)があった。
質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)
【会長 (かいちょう)】　　利用 (りよう)対象者 (たいしょうしゃ)の性別 (せいべつ)が男性 (だんせい)のみとなっているが、将来的 (しょうらいてき)にはどのよ
うに考えて (かんが     )いるか。
【事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)】　  将来的 (しょうらいてき)にも男性 (だんせい)のみのホームと考えて (かんが    )いる。女性 (じょせい)のホームは、将来 (しょうらい)
的 (てき)な計画 (けいかく)の中 (なか)で考えて (かんが     )いきたい。

【Ｊ委員 (いいん)】  ①既 (すで)に入居者 (にゅうきょしゃ)が確定 (かくてい)しているとのことだが、今後 (こんご)欠員 (けついん)が出た (で )場合 (ばあい)、
どのように相談 (そうだん)すればいいか。
　　　　　　  ②いつ頃 (ごろ)までに全員 (ぜんいん)が入居 (にゅうきょ)決定 (けってい)するのか。
　　　　　　  ③地域 (ちいき)との関係性 (かんけいせい)について、どのようなプログラムを考えて (かんが     )いるか。
【事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)】　　事 (じ)業所 (ぎょうしょ)の利用者 (りようしゃ)の中 (なか)で、自宅 (じたく)での生活 (せいかつ)が難しい (むずか       )方 (かた)の生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)を整備 (せいび)することを趣旨 (しゅし)に開設 (かいせつ)されたホームであるため、欠員 (けついん)が出た (で )際 (さい)は、法人内 (ほうじんない)の利用者 (りようしゃ)の入居 (にゅうきょ)を中心 (ちゅうしん)に考えて (かんが     )いる。今回 (こんかい)入居 (にゅうきょ)できなかった法人内 (ほうじんない)の利用者 (りようしゃ)もいる。
小平 (こだいら)市内 (しない)の緊急性 (きんきゅうせい)の高い (たか   )ケースの相談 (そうだん)も受け付ける (う    つ     )。
　　　　　　　　　　　
【会長 (かいちょう)】  　 自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)より3点 (てん)要望 (ようぼう)がある。1点目 (てんめ)は、職員 (しょくいん)体制 (たいせい)を明確 (めいかく)に整備 (せいび)すること。職員 (しょくいん)の確保 (かくほ)をお願い (   ねが  )したい。2点目 (てんめ)は、入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)や病院 (びょういん)に入院 (にゅういん)されている方 (かた)が地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)できるようにという視点 (してん)を持つ (も )こと。日中 (にっちゅう)サービス支援型 (しえんがた)グループホームの本来 (ほんらい)の目的 (もくてき)の一つ (ひと   )でもある。3点目 (てんめ)は、法人内 (ほうじんない)の利用者 (りようしゃ)だけではなく、地域 (ちいき)のニーズを踏まえて (ふ   )検討 (けんとう)すること。事業所 (じぎょうしょ)として、開かれた (ひら        )ものであるべきである。委員 (いいん)一同 (いちどう)の承認 (しょうにん)があり、グループホームの開設 (かいせつ)について承認 (しょうにん)することとなった。

３　小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第五期 (だいごき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第一期 (だいいっき)小平市 (こだいらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)について～令和元 (   れいわがん)年度 (ねんど)進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)調査 (ちょうさ)
事務局 (じむきょく)より、配付 (はいふ)資料 (しりょう)3、配付 (はいふ)資料 (しりょう)3－1の確認 (かくにん)があった。
　　質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)
【Ｊ委員 (いいん)】   　令和元 (れいわがん)年度 (ねんど)の児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)の実利用者数 (じつりようしゃすう)と放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービスの実利用者数 (じつりようしゃすう)の合計 (ごうけい)は400人 (にん)超 (ちょう)。障害児 (しょうがいじ)相談 (そうだん)支援 (しえん)の令和元 (れいわがん)年度 (ねんど)の実績 (じっせき)は月 (つき)当たり (あ  )23.6件 (けん)だが、計画比 (けいかくひ)では118％ (パーセント)となっている。セルフプランが多い (おお  )と聞いて (き  )いるが、数値 (すうち)はどのように理解 (りかい)すればよいか。（配付 (はいふ)資料 (しりょう)3－1、P7・P8）
【事務局 (じむきょく)】　　 セルフプランが多く (おお  )、事業所 (じぎょうしょ)に計画 (けいかく)を作って (つく     )もらっている児童 (じどう)が少ない (すく      )のが実情 (じつじょう)だが、市 (し)としてはできる限り (かぎ  )計画 (けいかく)相談 (そうだん)の事業所 (じぎょうしょ)に計画 (けいかく)作成 (さくせい)をお願い (  ねが  )したいと考えて (かんが      )いる。ここ数年 (すうねん)、障害児通所 (しょうがいじつうしょ)事業 (じぎょう)を始める (はじ      )事業所 (じぎょうしょ)が増えて (ふえ    )いる。新しい (あたら         )事業所 (じぎょうしょ)の方々 (かたがた)には、計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)や障害児 (しょうがいじ)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)を同時 (どうじ)に始めて (はじ     )いただきたい旨 (むね)、働きかけて (はたら                )いる。

【副会長 (ふくかいちょう)】 　　①就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)の実利用者数 (じつりようしゃすう)実績 (じっせき)が第四期 (だいよんき)の計画 (けいかく)策 (さく)定時 (ていじ)には、30人 (にん)台 (だい)で推移 (すいい)していたが、第五期 (だいごき)の平成 (へいせい)30年度 (ねんど)では55人 (にん)になっている。何 (なに)か理由 (りゆう)があるのか。（配付 (はいふ)資料 (しりょう)3－1、P5）
②入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)の「入所者数 (にゅうしょしゃすう)の削減 (さくげん)に記載 (きさい)されている施設 (しせつ)入所者数 (にゅうしょしゃすう)」の数値 (すうち)と、居住 (きょじゅう)系 (けい)サービスの見込み (みこ )量 (りょう)と実績 (じっせき)に記載 (きさい)されている施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)の実利用者数 (じつりようしゃすう)の数値 (すうち)は同じ (おな   )実績 (じっせき)で連動 (れんどう)するものだと認識 (にんしき)していたが、なぜ令和元 (れいわがん)年度 (ねんど)の数値 (すうち)が異なる (こと      )のか。（配付 (はいふ)資料 (しりょう)3－1、P2・P6）
【事務局 (じむきょく)】　  ①他市 (たし)の株式 (かぶしき)会社 (がいしゃ)系 (けい)の就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)に通う (かよ  )、精神障 (せいしんしょう)がいの方 (かた)が増えて (ふ  )いる影響 (えいきょう)と考えられる (かんが             )。
　　　 　　　 ②元々 (もともと)の固定 (こてい)した数値 (すうち)からの移行者数 (いこうしゃすう)のカウントと、現在 (げんざい)の支給 (しきゅう)決定 (けってい)の違い (ちが  )と考える (かんが      )。
【副会長 (ふくかいちょう)】　　　施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)の実利用者数 (じつりようしゃすう)は減って (へ  )いるという認識 (にんしき)で良い (よ　)のか。
【事務局 (じむきょく)】　　 施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の数値 (すうち)はここ数年 (すうねん)変動 (へんどう)していない。
【会長 (かいちょう)】　　　若干名 (じゃっかんめい)の数値 (すうち)の違い (ちが  )だが、調べて (しら     )おいていただきたい。

【Ｃ委員 (いいん)】　　①計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)の数値 (すうち)の根拠 (こんきょ)を教えて (おし     )いただきたい。（配付 (はいふ)資料 (しりょう)3－１、P7）　
　　　　　　　②実績 (じっせき)が右肩 (みぎかた)上がり (あ   )で推移 (すいい)しているのに対し (たい   )、平成 (へいせい)30年度 (ねんど)の計画 (けいかく)の数値 (すうち)が減って (へ  )いる。事業所 (じぎょうしょ)の数 (かず)が減って (へ  )いるのか、セルフプランの数値 (すうち)が増えた (ふ  )のか、理由 (りゆう)を教えて (おし     )いただきたい。
【事務局 (じむきょく)】　　　第五期 (だいごき)の計画 (けいかく)は、平成 (へいせい)28年度 (ねんど)の実績 (じっせき)の数値 (すうち)を捉えて (とら     )、第5期 (だい  き)の平成 (へいせい)29年度 (ねんど)の計画値 (けいかくち)に推計 (すいけい)している。減った (へ  )ほうが良い (い )数値 (すうち)は、減らせる (へ   )ように努力 (どりょく)していくよう、バイアスを考えて (かんが      )数値 (すうち)を検討 (けんとう)している。計画 (けいかく)相談 (そうだん)については、事業所 (じぎょうしょ)が増えて (ふ  )いる為 (ため)、右肩 (みぎかた)上がり (あ  )の数値 (すうち)を記載 (きさい)した。細かい (こま     )数値 (すうち)の記載 (きさい)が出来ない (でき    )項目 (こうもく)は、3年間 (ねんかん)同様 (どうよう)の数字 (すうじ)を記載 (きさい)している。　　　　　　
　　　　　　　　令和 (れいわ)2年 (ねん)3月 (がつ)時点 (じてん)で、東京都 (とうきょうと)に報告 (ほうこく)しているセルフプランの数値 (すうち)は、障 (しょう)がい者 (しゃ)が1522人 (にん)中 (ちゅう)101人 (にん)、障 (しょう)がい児 (じ)は549人中 (にんちゅう)214人 (にん)となっている。

【副会長 (ふくかいちょう)】　　　進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)が継続 (けいぞく)実施 (じっし)と記載 (きさい)されているが、分かりづらい (わ     )ため、今後 (こんご)は具体的 (ぐたいてき)な数値 (すうち)等 (など)を記載 (きさい)してほしい。（配付 (はいふ)資料 (しりょう)3 ( )、P7～P16）

【会長 (かいちょう)】　 　　重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)の延べ時 (の じ)間数 (かんすう)が増えて (ふ  )いる要因 (よういん)が分かれば (わ   )教えて (おし      )いただきたい。（配付 (はいふ)資料 (しりょう)3－1、P4）　

【事務局 (じむきょく)】    昨年 (さくねん)から同行 (どうこう)支援 (しえん)が認められて (みと          )、ヘルパーが重度 (じゅうど)の方 (かた)の介助 (かいじょ)に慣れる (な  )までの期間 (きかん)（120時間 (じかん)）は、2名 (めい)体制 (たいせい)で対応 (たいおう)しても良い (よ )こと
になった。その影響 (えいきょう)と考えられる (かんが            )。

【会長 (かいちょう)】　  この計画 (けいかく)については、今 (こん)後 (ご)協議会 (きょうぎかい)として、策定 (さくてい)委員会 (いいんかい)の方 (かた)にも意見 (いけん)を出して (だ  )いきたいと考えて (かんが       )いる。次回 (じかい)の全体会 (ぜんたいかい)に向けて (む  )意見 (いけん)を取りまとめたい (と      )。委員 (いいん)からは部会 (ぶかい)やワーキングも含めて (ふく     )意見 (いけん)を出して (だ  )ほしい。それを、事務局 (じむきょく)で取りまとめて (と     )計画 (けいかく)検討 (けんとう)委員会 (いいんかい)に上げたい (あ   )と考えて (かんが       )いる。

４　小平市 (こだいらし)障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第六期 (だいろっき)小平市 (こだいらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第二期 (だいにき)小平市 (こだいらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)について
事務局 (じむきょく)より、配付 (はいふ)資料 (しりょう)4に基づき (もと     )説明 (せつめい)があった。

５　今期 (こんき)・令和 (れいわ)２年度 (    ねんど)～令和 (れいわ)４年度 (   ねんど)の討議 (とうぎ)テーマについて
事務局 (じむきょく)より、配付 (はいふ)資料 (しりょう)4に基づき (もと     )説明 (せつめい)があった。
18項目 (こうもく)の討議 (とうぎ)テーマについては、引き続き (ひ  つづ  )討議 (とうぎ)していく。それに加えて (くわ      )、新型 (しんがた)コロナウイルス感染 (かんせん)拡大 (かくだい)に対する (たい      )各事業所 (かくじぎょうしょ)の対応 (たいおう)や、市内 (しない)の障 (しょう)がいのある方 (かた)への対応 (たいおう)や生活 (せいかつ)の在り方 (あ    かた)について検討 (けんとう)していくこととなった。それ以外 (いがい)に討議 (とうぎ)テーマに関する (かん    )意見 (いけん)があれば、伺いたい (うかが             )。

【Ｐ委員 (いいん)】　障 (しょう)がい者 (しゃ)の権利 (けんり)擁護 (ようご)（特 (とく)に成年 (せいねん)後見 (こうけん)）の在り方 (あ    かた)について、追加 (ついか)して
ほしい。

【Ｇ委員 (いいん)】　項目 (こうもく)17（情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)）について、小平市 (こだいらし)障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)連絡会 (れんらくかい)は、確か (たし  )に
連携 (れんけい)した。今後 (こんご)IT機器 (きき)の活用 (かつよう)を含めた (ふく     )新しい (あたら       )会議 (かいぎ)の開催 (かいさい)の在り方 ( あ      かた)を模索 (もさく)したいと考えて (かんが     )いる。
【Ｍ委員 (いいん)】　新型 (しんがた)コロナウイルス感染 (かんせん)対策 (たいさく)について、事前 (じぜん)に内容 (ないよう)を相 (そう)談 (だん)いただけれ
ば、保健所 (ほけんじょ)として情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)することができると思う (おも  )。

６　小平市 (こだいらし)障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)連絡会 (れんらくかい)　差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)アンケート報告 (ほうこく)
会長 (かいちょう)より、配付 (はいふ)資料 (しりょう)5に基づき (もと      )報告 (ほうこく)があった。

【Ａ委員 (いいん)】　　差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)は、市 (し)では条例化 (じょうれいか)されず、市民 (しみん)への周知 (しゅうち)のチャンスを失った (うしな       )。その中 (なか)、ティッシュ配り (くば  )などをされ、努力 (どりょく)はされていた。しかし、もっと周知 (しゅうち)してもらいたい。今回 (こんかい)のアンケートは、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)・家族 (かぞく)・当事者 (とうじしゃ)といった同法 (どうほう)を知って (し   )いる可能性 (かのうせい)が高い (たか  )方 (かた)を対象 (たいしょう)に行った (い  )。今回 (こんかい)のアンケートの結果 (けっか)を、他 (ほか)の取り組み (と  く  )につなげたいと考えて (かんが      )いる。

７　専門 (せんもん)部会 (ぶかい)について
副会長 (ふくかいちょう)より、配付 (はいふ)資料 (しりょう)6．7に基づき (もと     )報告 (ほうこく)があった。

８　閉会 (へいかい)
　　事務局 (じむきょく)より情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)があった。
新型 (しんがた)コロナウイルス感染 (かんせん)予防 (よぼう)のために、WEB会議 (かいぎ)の開催 (かいさい)を検討 (けんとう)している。実際 (じっさい)に、9月 (がつ)16日 (にち)（水 (すい)）14時 (じ)～14時半 (じはん)に、テスト（ZOOM）を行う (おこな    )。詳細 (しょうさい)はメールで連絡 (れんらく)する。データ通信料 (つうしんりょう)は、1時間 (じかん)当たり (あ  )約 (やく)600MBかかるので、データ通信料 (つうしんりょう)の契約 (けいやく)内容 (ないよう)の確認 (かくにん)をお願い (   ねが   )したい。参加 (さんか)可能 (かのう)な方 (かた)には、後日 (ごじつ)IDとパスワードをメールで送る (おく   )。参加 (さんか)できない委員 (いいん)は、別 (べつ)の日程 (にってい)を設定 (せってい)する。
②精神 (せいしん)障害 (しょうがい)にも対応 (たいおう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)ケアシステムの関連 (かんれん)で、小平 (こだいら)市民 (しみん)で精神科 (せいしんか)病院 (びょういん)に長期 (ちょうき)入院 (にゅういん)している方 (かた)に関する (かん       )調査 (ちょうさ)を、市内 (しない)3 ( )病院 (びょういん)に対して (たい     )行って (おこな      )いる。長期 (ちょうき)入院者 (にゅういんしゃ)を一人 (ひとり)でも地域 (ちいき)移行 (いこう)させるというテーマがある。締め切り (し  き  )は8月 (がつ)31日 (にち)。結果 (けっか)を集計 (しゅうけい)し、包括 (ほうかつ)ケアシステムの協議 (きょうぎ)の場 (ば)等 (など)で地域 (ちいき)移行 (いこう)希望者 (きぼうしゃ)の数 (かず)や課題 (かだい)について検討 (けんとう)をしていきたい。
